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論文内容の要旨
〈目 的コ
脊椎動物平滑筋の myofilament についての電子顕微鏡的な研究は数多く存在するが， myofilament 
の種類およびその大きさについての見解はなお一致をみていない。さらに平滑筋細胞と神経線維との
聞に介在する Cajal の，いわゆる interstitial cell と平滑筋細胞との関係の詳細についても，いまだ
明確な見解は得られていない。以上の二点の他に，平滑筋細胞相互間の結合部の微細構造および平滑
筋細胞と支配神経の関係をジュウシマツ砂嚢平滑筋組識について観察し検討した。
〔方法〕
研究材料は成熟ジュウシマツの砂嚢平滑筋を用いた。固定は主として次の 3 つの固定法のいずれか
を用いた。
1) 2 %オスミウム溶液 2 時間固定。
2) 3%クツレターノレアノレデハイド溶液 2 時間固定後， 2%オスミウム溶液で 1 時間後固定。
3) 2 %オスミウム溶液で 1 時間，続いて 396 グノレターノレアノレデハイド溶液で 1 時間， さらに 1%オ
スミウム酸溶液で30分間固定。
固定波はすべて O.lM の s-コリジン緩衝液で pH 7.2-7.4 に調整した。固定後組織を 2%酢酸ウラ
ニーノレ水溶液で15分間フ守ロック染色し，上昇エタノーjレ系列で脱水，プロピレンオキサイドを通した
のち，エポン812に包埋した。超薄切片の作製には，ガラスナイフを着装した Porter-Blum M-Tl 型
超ミクロトームを使用した。薄切した切片は， millanig の水酸化鉛液で染色を施したのち観察に供し
た。観察には，目立 Hs-7S 型および Hu-llA 型電子顕微鏡を使用した。なお，エポンブロックから
得た約 1μ の切片を0.5%瑚砂を加えた0.596 トノレイジンブノレー溶液で加温染色し，光学顕微鏡用標本
を作製した。
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〔成績〕
1 )砂嚢の平滑筋細胞は直径が核の存在する部位で 7 --10μ，長さ約 70μ で紡錘型を呈する。砂嚢の
筋層中では約100--180の平滑筋t細胞が平行に配列して筋細胞束を形成する。
筋細胞束内の各平滑筋細胞は各々c10se apposition (nexus) によって連絡していて，いくつかの
機能単位を形成している。 したがって 1 つの平滑筋細胞のまわりには，必ず 1 つ以上のc10se apｭ
position (nexus) が認められる。
2) 平滑筋細胞の細胞質は細胞の長軸と平行にはしる myofilament によってみたされているが， グ
ノレターノレアノレデハイドを使用し， 同定した場合， 直径約 100--130A の thick fi1ament と直径約
50--70A の thin fi1ament の 2 種類が存在する乙とが明瞭に認められる。
3 )平滑筋細胞質内部には myofilament の聞に交って直径 0.2--0.4μ，長さ 1.5--20μ の紡錘型をし
た電子密度の高い小体が存在している。また細胞膜内面に沿って，局在性に電子密度の高い物質の
集積が認められるが， これらの電子密度の高い部分に向って myofilament が集中する像が観察さ
れる。
4) c10se apposition (nexus) 部では細胞間隙が閉され，単位膜の外葉が癒合した 5 層構造が認めら
れる。 nexus 部の全体の厚さはオスミウム単独固定では 120--150A であり，各単位膜の内葉の巾
は 25--30A， 中間線は 20--30A，内葉と中間線の聞の電子密度の低い部分の巾は 25--30A である。
中間線はしばしば部分的に 2 本に分離した像として観察され，乙の場合には 7 層構造が認められる
わけである。
5) 1 つの筋細胞束の中には plexus myentericus に由来する 1--2 の神経線維束が観察される。終
末部軸索と平滑筋細胞表面は約 800--1000A の間隙で隔てられ，平滑筋細胞の基底板が介在してい
る。それぞれの膜には特に顕著な電子密度の高まり，あるいは肥厚等の分化は認められない。軸索
内には300--600A の無頼粒性シナプス小胞が多数認められる。
6 )平滑筋細胞と神経線維に密着して介在細胞 (interstitial cell) が観察される。乙の細胞は長い突
起を有し，周辺は基底膜で被われている。連続切片についての観察により，乙の細胞はそれをとり
まくすべての平滑筋細胞との間にc10se apposition を形成すること，隣接介在細胞間もc10se apｭ
position によって結合されていることよさらに介在細胞表面には必ず神経終末が存在するととが明
らかになった。
〔総括〕
平滑筋細胞の微細構造をジ、ユウシマツ砂嚢を用いて電子顕微鏡的に観察した。
1 )平滑筋細胞には thick と thin の 2 種の myofi1ament が存在する。
2 )砂嚢平滑筋細胞はに nexus よって結合された単位を形成する。 このことと平滑筋細胞と支配神
経の数の割合から砂嚢平滑筋細胞は single-unit type の平滑筋と考えられる。
3) 介在細胞は平滑筋細胞とはc10se apposition によって結合されており，一方神経線維との聞にシ
ナプスを形成し，神経と平滑筋単位との聞の興奮の伝達に仲介的な役割を果していることが推察さ
れる。
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論文の審査結果の要旨
脊椎動物平滑筋細胞の微細構造特に myofi1ament の構造，細胞間結合の様式， 平滑筋細胞と支配
神経との関係，さらに介在細胞と神経，あるいは介在細胞と平滑筋細胞との関係などの詳細について
電子顕微鏡的に観察し明確にした。 以上の結果は平滑筋細胞の形態学に献貢するところ極めて大き
し学位論文として充分価値あるものと考えられる。
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